
登 山 計 画 書 / 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局の該当に○) 

山 域 

山 名 
八方ヶ岳（1,051.8ｍ） 

実施日 4 月 16 日 (日) 責 任 者 ( C L ) 大久保 

天 候 はれ 計画者(報告者) 坂 口 

行     

程 

矢谷コース 

(往) 諫早駅裏6:20―西諫早6:30―金立7:30/7:45―菊水IC8:30―(県道16号、国道325号、県道9号)―矢谷

キャンプ場～登山口(江良橋)9:15/9:30～穴川越10:22～班蛇口分岐～山の神分岐11:25～八方ヶ岳頂

上11:30（昼食） 

(復) 八方ヶ岳頂上12:10～山の神分岐(左折)12:15～前岳～(ジグザグな急坂)～カニのハサミ岩分岐

13:15～カニのハサミ岩13:30～林道出会い14:25～江良橋登山口14：55―菊水IC16:15―西諫早駅

18:05～駅裏18:10      

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 坂口 荘一 1 ＰＬ 米庭跡 11 川原 慶紀 1  西駅 

2 大久保瓢舟 1 ＣＬ 西駅 12 工藤  学 1 救助 西駅 

3 高森 陽子 1 ＳＬ 駅裏 13 乾  利博 1  西駅 

4 松岡 正樹 1  米庭跡 14 白石 勝子 1  西駅 

5 田中 静香 1 会計 西駅 15     

6 山下ちず子 1  西駅 16     

7 中野美津子 1 救護 西駅 17     

8 松田 京子 1 会計 西駅 18     

9     
 

   19     

10     20     

携 

帯 

品 

地  図 1/2.5 万 八方ヶ岳 団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,C による 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険
証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 \4,500  (       -    -    ) 

温  泉 なし 

  

留守本部 兵庫（080－6401－9464） 

経 

費 

明 

細 
収入 
  @4,500×12 人＝54,000 
 
 
支出 
マイクロバス    23,000 
運転手当      10,000 
お礼         2,000 
高速代        9,320 
燃料 (400km/5.5×105)7,120    
資料代         200 

合計        51,640 

登山概要(概念図などは別紙とする) 
穴川分岐まで渓流沿いを緩やかに登る。2～3度徒渉あるも渡り易い。 
その後急登が続く。切れ落ちた狭い道や梯子、岩場を登る。班蛇分岐 
後は比較的歩きやすい。山頂は晴天で 360 度の視界。下りはカニのハ
サミ岩へ向かう。アップダウンを繰り返し、ジグザグの長い急坂を下
る。カニのハサミ岩分岐から 30 分。鞍部にザックをデポして危なげ
な梯子とロープを使い 20ｍほどの岸壁をよじ登る。頂は狭く交代で立
った。スリル満点だった。下りはガレ場の急坂が続き、浮石も多く滑
り易かった。 

問題点･反省点 
 

差額：        2,360   

＊計画者は事務局長と責任者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 



 


